
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
収納ケース内に取り付けられている既設の分岐器又は分配器の上に新たな分岐器又は分配
器を重畳的、立体的に取り付けるための金具であって、一端に既設の分岐器又は分配器の
入力端子又は出力端子を嵌合させる第一の嵌合孔を有するとともに、他端に新規の分岐器
又は分配器の入力端子又は出力端子を嵌合させる第二の嵌合孔を有することを特徴とする
、分岐器又は分配器用取付金具。
【請求項２】
前記第一の嵌合孔と前記第二の嵌合孔のうち少なくとも一方は長孔であることを特徴とす
る、請求項１に記載の分岐器又は分配器用取付金具。
【請求項３】
前記長孔には係止部が設けられていることを特徴とする、請求項２に記載の分岐器又は分
配器用取付金具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、放送衛星（ＢＳ）や通信衛星（ＣＳ）を利用した衛星放送の受信システムにお
いて、既設の分岐器又は分配器に近接して、新たに分岐器又は分配器を取り付けるための
金具に関する。
【０００２】

10

20

JP 3676614 B2 2005.7.27



【従来の技術】
従来から、衛星放送の受信システムに用いられる分岐器や分配器は、配電盤やプラスチッ
クボックス等の箱形の収納ケース内に設置されることが多い。これは、分岐器等が屋外（
屋上等）に設置される場合には、雨滴や塵埃から保護する必要があるからである。
【０００３】
また、一部の居住者にのみ有料の衛星放送サービスが配信されるような受信システムを有
する集合住宅においては、管理者以外の者は受信システムの系統を変更できないようにし
ておく必要があるため、分岐器等はロック機構を有する収納ケース内に設置されているこ
とが多い。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、一戸建ての住居において新たにテレビジョン受像機を増設する場合や、集合住
宅において新たに衛星放送サービスへの加入希望者が現れた場合には、既存の受信システ
ムに分岐器や分配器を新たに追加して、受信電波の配信系統を増設する必要がある。
【０００５】
この時、新たに取り付ける分岐器等も収納ケース内に設置する必要があるが、収納ケース
内における分岐器等の取り付けスペースは限られているため、既存の収納ケース内にはも
はや新たな分岐器等を取り付けるスペースが残っていない場合がある。このような場合に
は、既存の収納ケースをより大きなものに交換するか、又は既存の収納ケースに隣接して
新たに収納ケースを取り付けなければならず、施工に手間がかかるほか、余分なコストが
生じてしまうという問題がある。
【０００６】
本発明は上記のような問題点を解消し、既存の収納ケース内に新たに分岐器等を取り付け
るスペースが残っていなくても、既設の分岐器等の上に新たな分岐器等を重ね、立体的に
取り付けることによって、分岐器等を簡単に増設することができる金具を提供することを
目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記問題点を解決するため、本発明に係る分岐器又は分配器用取付金具は、収納ケース内
に取り付けられている既設の分岐器又は分配器の上に新たな分岐器又は分配器を重畳的、
立体的に取り付けるための金具であって、一端に既設の分岐器又は分配器の入力端子又は
出力端子を嵌合させる第一の嵌合孔を有するとともに、新規に取り付けようとする分岐器
又は分配器の入力端子又は出力端子を嵌合させる第二の嵌合孔を他端に有していることを
特徴としている。
【０００８】
尚、既設の分岐器等に対する新規の分岐器等の取り付け位置を調節できるように、前記第
一の嵌合孔と前記第二の嵌合孔のうち少なくとも一方は長孔であることが好ましく、更に
、その調節位置を数段階に固定できるよう、当該長孔には複数の係止部が設けられている
ことが好ましい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を用いて本発明の実施の形態を説明する。図１は、本発明に係る分岐器又は分
配器用取付金具１の斜視図である。この図からも判るように、取付金具１は細長い板状に
成形されており、その一端には円形の第一の嵌合孔２が設けられ、他端には第二の嵌合孔
３が設けられている。尚、第二の嵌合孔３の形状は円ではなく長孔となっており、孔の内
方へ突出した複数の係止部４が設けられている。
【００１０】
図２は、図１に示した取付金具１を用いて既設の分岐器５の近傍に新規の分岐器９を取り
付けた状態を示す図である。この図に示されているように、図１に示した取付金具１を用
いれば、収納ケース６内に新たに分岐器９を取り付けようとする際、新たな分岐器９を取
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り付けるスペースが収納ケース６内の奥壁面６ａ上に残っていない場合であっても、既設
の分岐器５の上に新規の分岐器９を重畳的、立体的に取り付けることによって、簡単に増
設することができるのである。
【００１１】
尚、この図において６ｂは、収納ケース６の扉である。この扉６ｂの表面には鍵穴が形成
されており（図示せず）、その裏面にはフック６ｃが設けられている。そして、この扉６
ｂを閉めた状態で鍵穴に鍵を差し込んで所定方向に回動させると、これに従ってフック６
ｃが回動し、収納ケース６の内壁に形成されている係止溝６ｄにフック６ｃの先端部が進
入し、扉６ｂがロックされるようになっている。
【００１２】
図３は、図１に示した取付金具１の使用方法の説明図である。以下、この図に従い、取付
金具１を用いて既設の分岐器５に新規の分岐器９を取り付ける方法を説明する。尚、この
図においては、図２に示した収納ケース６は省略されているが、既設の分岐器５は、図２
の収納ケース６内の奥壁面６ａにその背面５ｂが固定されているものとする。
【００１３】
また、この図において７は既設の分岐器５の入力端子であり、８（８ａ～８ｅ）は、入力
端子５から入力された受信信号を分岐してそれぞれ出力する出力端子である。１０は、新
規に取り付けようとする分岐器９の入力端子、１１（１１ａ～１１ｅ）はその出力端子で
ある。既設の分岐器５の入力端子７及び出力端子８、並びに、新規の分岐器９の入力端子
１０及び出力端子１１はいずれも、図２に示されている同軸ケーブル１４のＦ型コネクタ
１３を接続できるようになっており、周面にはネジ溝が形成されている。
【００１４】
既設の分岐器５に新規の分岐器９を取り付けるに際しては、まず、既設の分岐器５に装着
されている同軸ケーブル１４のＦ型コネクタ１３を取り外し、既設の分岐器５の入力端子
７及び出力端子８を露出させる。次に、取付金具１ｃの第一の嵌合孔２に、既設の分岐器
５の出力端子８ｃを挿通させた後、ナット１２ｅを出力端子８ｃに取り付けて軽く締め付
けておく。これと同様に、取付金具１ｄの第一の嵌合孔２に、出力端子８ｅを挿通させた
後、ナット１２ｇを取り付けて軽く締め付ける。
【００１５】
次に、新規に取り付けようとする分岐器９の出力端子１１ｃ及び１１ｅを、既設の分岐器
５に取り付けられた取付金具１ｃ，１ｄの第二の嵌合孔３，３にそれぞれ挿通させ、ナッ
ト１２ｆ，１２ｈで軽く締め付けて、新規の分岐器９を取付金具１ｃ，１ｄに取り付ける
。
【００１６】
そして、取付金具１ａの第一の嵌合孔２に既設の分岐器５の入力端子７を挿通させるとと
もに、取付金具１ａの第二の嵌合孔３に新規の分岐器９の入力端子１０を挿通させ、ナッ
ト１２ａ，１２ｂで軽く締め付けて、取付金具１ａを既設の分岐器５及び新規の分岐器９
に取り付ける。これと同様に、取付金具１ｂの第一の嵌合孔２に既設の分岐器５の出力端
子８ｂを挿通させるとともに、取付金具１ｂの第二の嵌合孔３に新規の分岐器９の出力端
子１１ｂを挿通させ、ナット１２ｃ，１２ｄで軽く締め付けて、取付金具１ｂを既設の分
岐器５及び新規の分岐器９に取り付ける。
【００１７】
最後に、既設の分岐器５に対する新規の分岐器９の位置関係を調整し、ナット１２ａ～１
２ｈをしっかりと締め込む。このように、図１に示した取付金具１を用いれば、収納ケー
ス６の奥壁面６ａ上に新たな分岐器を取り付けるスペースが残っていない場合であっても
、収納ケース内に既に取り付けられている分岐器の上に重ねて、新規の分岐器を立体的に
取り付けることができるので、収納ケースの奥壁面の平面的なスペースを利用するのでは
なく、収納ケースの奥行きスペースを有効に利用することができ、極めて簡単な作業で分
岐器を増設することができるのである。
【００１８】
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尚、この取付金具１は、図１に示されているように第二の嵌合孔３が長孔となっており、
片側につき係止部４がそれぞれ二つずつ設けられているので、既設の分岐器５に対する新
規の分岐器９の取り付け位置を三段階に調節できるようになっている。即ち、本体の厚さ
寸法が比較的小さい分岐器５，９の場合には、図４に示すように入力端子１０又は出力端
子１１を第二の嵌合孔３の一番手前側に挿通させ、一方、本体の厚さ寸法が比較的大きい
分岐器５，９の場合には、図５に示すように入力端子１０又は出力端子１１を第一の嵌合
孔２から最も離れた位置で第二の嵌合孔３に挿通させるといった具合に、取り付け位置を
適宜調節できるのである。
【００１９】
更に、第二の嵌合孔３が長孔となっていることと、係止部４が設けられていることによっ
て、図６に示されているように、新規の分岐器９の入力端子１０及び出力端子１１の配置
間隔や数が既設の分岐器５とは異なっている場合であっても、好適にこれを取り付けるこ
とができる。
【００２０】
以上、図１の取付金具１を用いて、既設の分岐器の上に新たに分岐器を取り付ける方法に
ついて説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、既設の分岐器の上に新たに
分配器を取り付けることもでき、また、既設の分配器の上に新たに分岐器や分配器を取り
付けることもできる。
【００２１】
【発明の効果】
本発明に係る分岐器又は分配器用取付金具は、収納ケースの奥壁面上において既に取り付
けられている分岐器又は分配器のほかに、新たに分岐器又は分配器を取り付けるためのス
ペースが残っていない場合であっても、簡単な作業で分岐器等を増設することができると
いう利点を有している。即ち、本発明に係る取付金具を用いれば、収納ケース内に既に取
り付けられている分岐器等の上に重ねて、新規の分岐器等を立体的に取り付けることがで
きるので、これによって、収納ケースの奥壁面の平面的なスペースを利用するのではなく
、収納ケースの奥行きスペースを有効に利用することができ、分岐器等の新規増設に際し
て、収納ケースの交換或いは増設といった大がかりな作業を回避でき、コストも大幅に節
減できるという利点を有している。
【００２２】
また、取付金具に設けられた嵌合孔のうち少なくとも一方が長孔であれば、既設の分岐器
等に対する新規の分岐器等の取り付け位置を適宜調節することができ、更に、その長孔に
複数の係止部が設けられていれば、その調節位置を数段階に固定することができ、端子の
数や配置間隔が異なる分岐器等であっても、好適に取り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る分岐器又は分配器用取付金具１の斜視図。
【図２】　図１に示した取付金具１を用いて既設の分岐器５の近傍に新規の分岐器９を取
り付けた状態を示す図。
【図３】　図１に示した取付金具１の使用方法の説明図。
【図４】　図１に示した取付金具１の他の使用方法の説明図。
【図５】　図１に示した取付金具１の他の使用方法の説明図。
【図６】　図１に示した取付金具１の他の使用方法の説明図。
【符号の説明】
１：取付金具、
２：第一の嵌合孔、
３：第二の嵌合孔、
４：係止部、
５：既設の分岐器、
５ａ：既設の分岐器の前面、
５ｂ：既設の分岐器の背面、
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６：収納ケース、
６ａ：奥壁面、
７：入力端子、
８：出力端子、
９：新規の分岐器、
１０：入力端子、
１１：出力端子、
１２：ナット、
１３：Ｆ型コネクタ、
１４：同軸ケーブル 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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